
                     

第
十
七
回
夏
祭
り
の
開
催
に
つ
い
て 

 

い
つ
も
自
治
会
や
自
治
会
行
事
に
ご
協
力

い
た
だ
き
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

さ
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
が
と

り
わ
け
都
市
部
で
激
増
し
て
い
ま
す
。
居
住

者
の
皆
さ
ん
が
楽
し
み
に
し
て
い
る
八
月
二

十
二
日
開
催
の
夏
祭
り
に
も
影
響
が
出
な
い

か
と
心
配
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

 

松
戸
市
場
の
お
菓
子
問
屋
さ
ん
に
、
景
品

や
お
菓
子
・
シ
ロ
ッ
プ
・
ザ
ラ
メ
な
ど
の
注

文
を
五
月
中
旬
頃
し
て
い
ま
す
が
、
開
催
の

是
非
の
最
終
判
断
は
、
五
月
十
日
の
役
員
会

で
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

第
六
十
三
通
常
総
会
に
つ
い
て
！ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
大
が
続
い

て
い
ま
す
。
大
都
市
圏
七
つ
に
緊
急
事
態
宣

言
が
発
令
さ
れ
て
い
る
中
で
、
通
常
総
会
を

開
催
す
る
に
は
リ
ス
ク
が
大
き
す
ぎ
る
と
役

員
会
で
は
判
断
し
、
通
常
総
会
は
人
の
集
ま

り
を
避
け
て
開
催
し
ま
し
た
。
通
常
総
会
は

成
立
し
、
各
議
案
は
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
ご

意
見
の
あ
る
方
は
最
寄
り
の
役
員
ま
で
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。 

選
出
さ
れ
た
役
員
は
以
下
の
方
々
で
す
。 

会
長 

 
 

 

四-

三
〇
五 

相
田
壯
一 

 
 

 
 

 
 

☎
非
掲
載 

事
務
局
長 

 

八-

五
〇
三 

香
川
利
民 

 
 
    

 
 

☎
非
掲
載 

事
務
局 

 
  

六-

四
〇
七 

吉
岡 

肇 

 
 

 
 

 
  

☎
非
掲
載 

防
災
部
長
兼
任 

事
務
局 

 
  

三-

二
〇
二 

岡
崎
理
史 

 
 
  

 
   

☎
非
掲
載 

 
 

 
 

 
  

防
災
部
兼
任 

事
務
局 

 

二-

七
〇
二 

吉
木
康
二 

 
 

 
 

 

☎
非
掲
載 

 
 

 
 

 

自
治
部
長
兼
任 

事
務
局 

 

二-

一
〇
一  

下
館
徳
幸 

 
 

☎
非
掲
載 

 
 

 
 

 

自
治
部
兼
任 

会
計 

 
 

二-

四
〇
五 

野
島
久
美
子 

☎
非
掲
載 

会
計 

 
 

一-

五
〇
七 

釼
先
泰
子 

 
 

☎
非
掲
載 

会
計
監
査 

清
風
会  

 
鈴
木 

茂 

 
 

 
 

 

☎
非
掲
載 

会
計
監
査 

一-

六
〇
八 

吉
村
悦
子 

 
 

 
 

  

☎
非
掲
載 

顧
問 

 
 

 
 

 
 
  

石
井
安
久 

☎
非
掲
載 

 
 

 
 

 

自
治
部
兼
任 

来
客
用
駐
車
場
の
管
理･

受
付
担
当 

駐
車
実
行
委
員
長 

 
 

 
 

 
 

四-

三
〇
五 

相
田
壯
一 

 
 

 
 

☎
非
掲
載 

 

な
お
、
予
定
さ
れ
て
い
る
日
程
は
以
下
の

通
り
で
す
。 

第
二
回
役
員
会 

 

五
月
十(

日) 

第
三
回
役
員
会
・
自
治
会
員
を
増
や
す
呼
び

掛
け
行
動 

 
 

 

六
月
十
四
日(

日) 

第
四
回
役
員
会 

 

七
月
十
二
日(

日) 

第
五
回
役
員
会
・
祭
り
委
員
会 

 
 

八
月
二
日(

日) 

第
十
七
回
夏
祭
り 

八
月
二
十
二
日(

土) 

防
災
訓
練
・
第
六
回
役
員
会
・
水
配
布 

 
 

九
月
十
三
日(

日) 

敬
老
の
集
い 

 
 

九
月
十
九
日(

土) 

 

 

 

みんなが住み続けられる 

金町第一団地を！ 
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第
七
回
役
員
会
・
会
員
を
増
や
す
呼
び
か
け

行
動 

 
 

 
 

 

十
月
十
一
日(

日) 

第
八
回
役
員
会 

 

十
一
月
八
日(

日) 

第
十
二
回
餅
つ
き
交
流
会
・
第
九
回
役
員
会 

十
二
月
十
三
日(

日) 

年
末
パ
ト
ロ
ー
ル 

十
二
月
二
十
八
日(

木)

〜
二
十
九
日(
金) 

第
十
回
役
員
会
及
び
新
年
会 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
月
十
日(

日) 

第
十
一
回
役
員
会 

二
月
十
四
日(

日) 

第
十
二
回
役
員
会 

三
月
十
四
日(

日) 

緑
の
カ
ー
テ
ン
配
布
に
つ
い
て 

緑
の
カ
ー
テ
ン
は
、U

R

賃
貸
住
宅
で
も
、

平
成
二
十
三
年
度
か
ら
実
施
し
、
令
和
元
年

度
は
、
全
国
で
百
八
十
団
地
、
五
千
六
百
セ

ッ
ト
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
ゴ
ー
ヤ
は
病
害

虫
に
強
く
て
、
非
常
に
育
て
や
す
い
植
物
で

す
。
花
言
葉
は
「
強
壮
」「
頼
ら
れ
る
人
」
で

果
実
は
ビ
タ
ミ
ンC

た
っ
ぷ
り
で
す
。 

さ
て
説
明
会
は
中
止
さ
れ
ま
し
た
が
、
外

壁
修
理
・
塗
装
の
詳
細
な
資
料
が
配
布
さ
れ

ま
し
た
。
資
料
に
よ
り
ま
す
と
足
場
組
み
立

て
が
四
月
の
最
終
週
に
始
ま
り
、
ベ
ラ
ン
ダ

に
は
物
を
置
く
事
が
で
き
ま
せ
ん
。
従
っ
て
、

一
・
二
・
三
・
四
・
六
号
棟
に
お
住
ま
い
の

方
々
は
、
申
し
込
み
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。
残
る
八
号
棟
と
清
風
会
が
頼
み
の
綱

で
す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

申
し
込
み
締
め
切
り
は
四
月
二
十
六
日
、

苗
や
土
の
配
布
は
五
月
十
日
、
十
一
時
か
ら

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

新
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
対
策
で
、

外
壁
修
理
・
塗
装
の
居
住
者
説
明
会
を

中
止
、
変
わ
っ
て
詳
細
な
資
料
を
全
戸

に
配
布
！ 

予
定
さ
れ
て
い
た
居
住
者
に
対
す
る
外
壁

修
理
・
塗
装
の
説
明
会
は
、
新
コ
ロ
ナ
ウ
ィ

ル
ス
感
染
対
策
で
中
止
に
な
り
ま
し
た
。 

変
わ
っ
て
詳
細
な
資
料(

約
二
十
ペ
ー
ジ)

が
配
布
さ
れ
ま
し
た
が
、
お
読
み
い
た
だ
い

た
で
し
ょ
う
か
。
日
常
生
活
が
続
く
わ
け
で

す
か
ら
、
洗
濯
物
や
騒
音
な
ど
支
障
を
き
た

す
場
合
は
工
事
用
掲
示
板
に
事
前
に
張
り
出

し
て
く
れ
る
そ
う
で
す
。
い
ず
れ
に
し
て
も

疑
問
点
や
要
望
に
つ
い
て
は
、
当
面
、
一―

一
〇
一
が
事
務
所
に
な
っ
て
い
ま
す
が
五
八

七
六―

三
一
三
〇
、
中
外
商
工
株
式
会
社 

中
山
祐
一
様(

非
掲
載)

ま
で
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
な
お
、
自
治
会
を
通
じ
て
伝
え
た
い

方
は
、
相
田
会
長(

非
掲
載)

、
も
し
く
は
香

川
事
務
局
長
（
非
掲
載
）
ま
で
お
願
い
い
た

し
ま
す
。 

長
い
間
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
！ 

私
た
ち
が
、
管
理
事
務
所
の
窓
口
と
し
て

お
世
話
に
な
っ
た
、
近
藤
記
代
子
さ
ん
が
、

四
月
末
日
付
け
で
退
職
さ
れ
る
そ
う
で
す
。

長
い
間
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

健
康
に
留
意
さ
れ
、
更
に
ご
活
躍
く
だ
さ

い
。 編

集
後
記 

皆
さ
ん
が
お
住
い
の
団
地(

当
時
は
金
町

団
地)

が
作
ら
れ
た
の
は
六
十
三
年
前
、
団
地

自
治
会
が
結
成
さ
れ
た
の
が
そ
の
一
年
後
の
、

昭
和
三
十
四
年
六
月
だ
と
五
十
年
史
に
は
記

録
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
間
、
公
団
住
宅

か
ら
昭
和
三
十
年
代
団
地
の
建
て
替
え
事
業

案
が
発
表
さ
れ
、
と
て
も
住
み
続
け
る
こ
と

が
で
き
な
い
案
に
対
し
て
、
地
域
の
有
志
や

全
国
公
団
住
宅
自
治
協
議
会
の
支
援
を
受
け
、

七
年
間
も
の
た
た
か
い
を
強
い
ら
れ
ま
し
た
。 

居
住
者
総
ぐ
る
み
の
た
た
か
い
は
、
大
き

く
発
展
し
て
、
平
成
十
一
年
、
公
団
が
居
住

者
要
求
を
受
け
入
れ
、
高
階
層
を
引
き
下
げ
、

家
賃
も
引
き
下
げ
、
既
存
棟
一
部
残
し
で
、

実
質
十
年
以
上
に
わ
た
っ
た
た
た
か
い
に
終

止
符
を
打
ち
協
定
書
を
締
結
し
ま
し
た
。 

そ
し
て
平
成
十
三
年
六
月
、
い
ま
の
一
・

二
・
三
号
棟
が
完
成
し
、
団
地
名
も
金
町
第

一
団
地
と
変
わ
り
ま
し
た
。
四
・
六
号
棟
は

平
成
十
六
年
三
月
、
八
号
棟
は
平
成
二
十
一

年
三
月
に
そ
れ
ぞ
れ
完
成
し
ま
し
た
。 

駆
け
足
で
団
地
の
歴
史
を
振
り
返
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感

染
対
策
で
国
民
が
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
神
経
を

張
り
詰
め
る
、
こ
ん
な
時
代
が
来
る
こ
と
を

誰
が
予
想
し
た
で
し
ょ
う
か
。
自
治
会
と
し

て
も
予
想
だ
に
し
な
い
、
通
常
総
会
が
開
け

な
い
事
態
と
な
り
ま
し
た
が
、
そ
こ
は
皆
さ

ん
の
ご
協
力
で
委
任
状
と
議
決
権
行
使
多
数

で
こ
の
難
局
を
乗
り
切
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
張
り
詰
め
た
事
態
が
続
き
ま
す
が
、
今

後
と
も
居
住
者
の
皆
さ
ん
は
、
お
体
に
十
分

気
を
付
け
て
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。
同
時
に

自
治
会
に
対
す
る
ご
協
力
・
ご
支
援
を
心
か

ら
お
願
い
す
る
も
の
で
す
。 


